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午後１時 00 分 開会 

 

○委員長（秋元美智子君） 

午前中の交通特別委員会からそして今の

スマートシティ特別委員会とお時間いただ

きましてありがとうございます。 

このスマートシティ特別委員会は３月 27

日ですけども、設置されまして、本日が第

１回目でございます。 

ちょっと残念なことに川上委員のほうは

お休みなんですけども、委員長に私が、そ

して、副委員長に寺脇委員が選任されまし

たので、よろしくお願いいたします。 

では改めまして、ただいまの出席委員は

５名であります。 

定足数に達しておりますので、第１回ス

マートシティ特別委員会を開催いたします。 

よろしくお願いいたします。 

座らせていただきます。 

委員会の開会に当たりまして、町長から

御挨拶をお願いいたします。 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

皆さんこんにちは。 

本日は、お忙しい中御参集をいただきま

して誠にありがとうございます。 

本日はですね、第１回スマートシティ特

別委員会ということでございます。 

いろいろと前向きな議論ができたらと思

っておりますのでよろしくお願いいたしま

す。 

まずですね、私のほうから冒頭にですね

昨年来、スマートシティの事業展開してま

いりまして、特に、財政につきましてです

ね、御心配をおかけいたしましたこと、町

として御心配をおかけしいたしましたこと

をこの場をおかりいたしまして、改めてお

わびを申し上げます。 

大変申し訳ございません。 

引き続き御議論いただきますようによろ

しくお願い申し上げまして、簡単ではござ

いますが、冒頭、開会の御挨拶とさせてい

ただきます。 

よろしくお願いします。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、ありがとうございます。 

なお理事者皆様は２時から、用事がある

ということでちょっとその間休憩とらせて

いただきますので、また、もし町長と副町

長がほかの理事者の方々で進められるもの

でしたら進めていきたい。そのときに判断

させていただきたいと思いますので、午後

２時から二人は、ちょっとの間退席される

ってことで、前もって御了解お願いいたし

ます。 

では、本日の会議を開きます。 

本日の協議事項は御手元に配付のとおり

でございます。 

１番最初に未入金である令和４年度の企

業版ふるさと納税の経緯について、それか

ら２点目に令和５年度以降のスマートシテ

ィの事業について、本来でしたらこちらの

２番のほうを、この特別委員会設置の大き

な目的だったんですけども、先に１番のほ

うの未入金であります企業版ふるさと納税

の経緯についてを、先に進めさせていただ

きたいものですので、このような順番にさ

せていただいております。 

ではこの１番の経緯についてですね、御

説明いただきたいと思いますが、その前に、

前町長の企業版ふるさと納税が入らなかっ

たときの責任の発言、私が責任ありますと

明言されましたけども、に対して行政側は

前町長に対して文書で回答を求めてること、 

してらっしゃいますね。 

一応ある程度御報告いただいてますけど

も、改めてこの場で御報告のほどお願いし

たいんですが。 
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いいですか、ちょっとお待ちくださいね。 

何を申し上げますかっていうと、５年の

４月７日付けで、上浦町長のほうから、コ

ンパクトシティパーク事業に係る企業版ふ

るさと納税について、前町長の塩川町長に

お出しになっている、これに対する回答文

が来ております。 

これに対して、この場で出していただけ

たらありがたいんですけども、その発言内

容ですね。 

文章内容、御説明をお願いいたします。 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

すいません。先ほど秋元委員長のほうか

ら御要望のございましたコンパクトスマー

トシティパーク事業に係る企業版ふるさと

納税についてということで、塩川前町長が

ですね責任をとるといった趣旨の発言、あ

るいは企業側とのやりとり、こうした発言

に至る経過その根拠、あるいは全額寄附い

ただいてないことに対する見解等々につい

て、私どものほうから、２回にわたりまし

て、前塩川町長のほうには文書で御質問さ

せていただいて２回について御回答をいた

だいております。 

この内容につきましては別にここで隠す

ものでもございませんので、委員長のほう

から資料提供ということで要請があったと

いうことで、こちらのほうから資料提供を

させていただきたいというふうに思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

ありがとうございます。 

皆様のほうに、今回の回答文に対して資

料で出していただこうと思ってますけれど

も、よろしいでしょうか。 

  （「はい」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

お願いします。 

これはすぐ用意できますか。 

    （発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

入ってます。どこ。 

    （発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

 失礼しました。 

すぐ、いかがです皆さんぱっと読んで何

か質問があるようでしたら、質問お受けし

たいですけどその前に、行政として、この

後どうされるのか先にお伺いしたいなと思

うんですが、今、２度ほどね取り組んでい

ただいてますけども。 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

まず１回目の４月７日の日に、我々のほ

うから、塩川前町長に対して、そこに御覧

いただいているような文書を出しました。 

それについて、回答を４月 19 日付けで、

経過についていただいております。 

ただ、我々としましてはこれで、なかな

か中身十分確認とれたのかということで申

しますとそういうわけではありませんでし

て、その間に議会でも、この件取上げられ

ておりまして、それが４月 24 日だったかと

思いますが日をまたぎまして改めて 27 日付

で再度確認をさせていただいたという経過

がございます。 

ただ、塩川町長のほうの御認識この間の

経過についてのお考えについてお伺いをさ

せていただくということで回答いただいた

ものでございまして、我々この、塩川前町

長のですね回答をいただいたものを参考に

しながらですね、これからどう対応してい

くのかというのは、これから検討していき

たい、検討半ばというところでございます。 

ただ企業側とは何回か交渉しておりまし

て、何回も私いろんな場面で申し上げてお

りますが、企業側は決して支払わないとい

うことで申し上げてるわけじゃなくて、払
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う意思は、これまでと同様にお持ちいただ

いてるというような状況の中での交渉を今

しているという状況でございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

私は性善説だから、個人として性善説な

ものですからこのまま交渉していくと、企

業のほうからね、支払ってくれるのかなっ

て期待しますけどもただそれじゃちょっと

まずいと思いますし、行政側としてはその

ような、それもね、期限があると思うんで

すよね。 

やはり交渉してく、１年も２年も３年も

かけてやっていったらちょっと、まずいこ

とですし、今後についてはもうちょっと煮

詰めて、これが駄目だったらどうするかっ

ていうな形をぜひ考えていただきたいです

し、またこういう場合は法的なものもどう

かということもちょっとよくわからないの

で、このあたりのことなどはこれからでし

ょうか。 

御相談なんか顧問弁護士への。 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

この件に関しましては、一定我々のほう

もどうしていくのかというところで法務相

談等々も照会をさせていただいております。 

ちょっと掘り下げて申しますと、寄附い

ただいておりますので、この寄附の約束っ

ていうのは贈与の一つに当たるということ

で、契約行為の一つということで、弁護士

のほうからは見解をいただいております。 

ただ、それを受けまして我々としてこれ

からどうしていくのかというところ何をも

ってどうしていくのかというのはこれから

の課題かというふうに思っております。 

ただスマートシティのこの事業につきま

しては、昨年度にようやくそのいろんなと

ころを整備させていただいて、今年度と来

年度に KPI で企業側と協力いただきながら

実証していくというところもございますの

で、そういったところも踏まえながら、こ

れからどう対応していくのかということに

ついては、ちょっと慎重に検討さしていき

たいというふうに思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。何かいかがですか。この件。 

はい。永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

永谷です。 

町長のお話ずっと聞いてまして、結果的

なというか、最終の塩川町長がまだいらっ

しゃるときに、この文章でも書いてますけ

れども、私が責任をとるという、僕は間違

いなくそういうおっしゃったというふうに

思ってます。 

ほかの議員もそうだと思うんですけれど

も、それで相手とやってたら要するに、こ

んな感じで、なかなか平行線になるんです

けれども、私ら議員では、当然この話を聞

いてますし、前後のお話を深めてみまして

も、塩川さんが最後に私が責任をとるとい

うふうにおっしゃってました。これは確実

に。 

今回ちょっといろんなことで詳しいのは

それ以上は出て来ませんけれども、当然理

事者側の方も席におられて、お一人お一人

聞きませんけれども、前町長がおっしゃっ

たことについてはですね、全て私は責任を

とるということは、広い意味がありますけ

れども、近くはやっぱり金銭的な話も含め

て、責任をとるというふうに私は聞きまし

た。 

当然理事者側の方もそういうふうに聞か

れたと思いますけれども、これでお話を進

めていってもたぶん平行線になると思いま

す。 

しかしながら、ここで言いたいのはまさ

しくそのとおりおっしゃったこと自体はね、
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私ら議員も理事者側もしっかりその辺を踏

まえましてですね、これから話進めていか

んとあかんわけなんですけれども、今副町

長おっしゃった企業版ふるさと納税ですか

ね、これにつきましてこれからまたお話が

進むという話なんですけれども、これって

ちょっと基本的なこと聞きたいんですけど

もフォーラム協議会ですね CSPFC ですかね、

約 70 社入ってるってことで説明されており

ますけれども、これは契約、私よくわから

ないんですけどもこれ契約なんですか。 

業務委託みたいな感じになってるんです

か。 

特にそういうことについて何か仕様書み

たいなのがあると思うんですけれども、そ

の形が全く私よくわからないんです。 

契約をされてやってるのか、契約でもい

ろいろありますけれどもどういう形態でこ

れが成り立ってるのかということを、まず

素朴な質問なんですけど、再度整理してお

聞きしたいと思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。田中まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

まちづくり創造課の田中です。 

この CSPFC との関係も含めてのお答えに

させいただきたいと思うんですけども、こ

のスマートシティを進めていくに当たりま

して令和３年の８月に、この CSPFC を設立

した訳なんですけども、これは豊能町での

スマートシティを進めていくという中で、

その推進体制としまして、公民が連携して

やっていこうという中でまず令和３年の８

月に設立して、各企業であったりとか、約

70 社入ってますけども、企業とか町も含め

てそういったコンソーシアムをつくった。 

令和４年度の事業を進めるに当たりまし

ては、町から豊能町がデジ電交付金事業を

府のほうから交付事業採択を受けましたの

で、町から CSPFC に対して業務委託という

形で契約、業務委託契約を交わしまして、

令和４年の事業を行ったということでござ

います。 

○委員長（秋元美智子君） 

業務委託ですね。永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

業務委託ということはその中には、例え

ば先ほどのふるさと寄附金ですね、企業版

の、これについては何か書かれてるんです

か。詳しくね。 

○委員長（秋元美智子君） 

その中に触れられてますかって。 

はい。田中まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

まちづくり創造課の田中です。 

この業務委託の中にはこの企業版ふるさ

と納税の件については書かれておりません。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

それは何かほかに書いてあるところ、何

かあるんですかね。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。田中まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

はい、まちづくり創造課の田中です。 

この企業版ふるさと寄附につきましては、

ほかの寄附も同様なんですけども、まず寄

附の申出書ということで、企業から町に対

してですね、寄附をしますということで申

出書というのをいただいております。 

その申出書に基づいて寄附の採納を受け

るというようなことになっておりまして、

業務委託とは別の手続で踏んでいるもので

ございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 
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企業からの申入れということなので、は

っきり言ってこれから、時間も進んでいき

ますけれども、下手したら企業がもうでき

ませんという可能性もあるわけですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。田中まちづくり創造課長。 

これからですよね。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

はい。まちづくり創造課、田中です。 

残りの１億 3,500 万の件につきましては

これからになりますので、これから粘り強

く交渉していくということになります。 

○委員長（秋元美智子君） 

よろしいですか。 

はい、永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

まず、塩川前町長の回答書を見ると、非

常に無責任なんだなあというのがうかがえ

ます。 

当時、皆さんが責任をとるって言われた

発言はもう塩川前町長も出馬しないことは

明らかになってたと思うんですね。 

それで、そのときの趣旨が、豊能町とし

てっていうんであれば、自分はそのポジシ

ョンにいないのがわかってるにもかかわら

ず、そういう責任をとるっていうふうに残

った人に押しつけてるわけですよね。 

周りの人たちが我々が責任を持って交渉

していきますならいいんですけど、責任を

とるって言ったら塩川町長だけなんです。 

それもおられないのがわかってる人だけ

が言ってるんですね、非常に無責任な人い

うことになりますよね。この回答書を見る

と、権限がないのに言ってるわけですから。  

それで今、業務委託の場合の契約書とか

って見せていただくことはできないんです

か。それをちょっと見たいなあと思うんで

すけども。 

○委員長（秋元美智子君） 

これについていかがですか。 

業務委託の契約内容、業務委託の契約内

容というのかな、契約書というのかな。 

これは、公開っていうかな。 

はい、入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

総務部、入江です。 

契約書はございますがちょっと今日本日

ここで急に資料請求、これはちょっと想定

しておりませんでしたので、若干資料とし

てお出しするのに、例えば個人的なところ

とか会社の印影であるとかそういうのは、

ちょっとやっぱり処理する必要がございま

すので、今ちょっとここですぐお出しする

のはちょっと時間がかかろうかと思います。 

よろしくお願いします。 

○委員長（秋元美智子君） 

改めた日付でよろしいですか。 

改めて用意していただくという形で。 

永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

やはりこれだけね、特殊なケースでこれ

だけ被害が出てる、業務委託なんですよね。 

ですから、やはりこういうそのために、

これはあとからくっついてきた案件ではあ

るんですけども、スマートシティの案件の

中で未入金というのは非常に重要な問題と

議会としても位置づけていますんでぜひと

もその契約書っていうのは、できるだけあ

んまり黒塗りのとこが多かったらまたどな

いなってんねんってなりますんで、できる

だけそのままのものを出していただきたい

というふうに思ってます。 

それで先ほど田中課長がおっしゃられた、

寄附の申出書、申出書は、これを寄附する

ことがわかったのは、１年前の６月なんで

すよ。 

６月に寄附するということを行政から議

会に出されたんですね。 
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そしたら、寄附の申出書は、そのときに

とられているという理解でよろしいですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

寄附の申出書なんですけども、永並委員

がおっしゃってるように令和４年の６月に

補正予算を措置させていただいたときに、

企業側から寄附の申出書っていうのをとっ

ておけばよかったんですが、そのときには

とっておりませんでして、その後、寄附い

ただく金額に応じたですね、寄附の申出書

っていうのはいただいてまいりました。 

なので、今、永並委員お尋ねの、予算を

措置したときにはどうだったのかっていう

とそれはとってないということでございま

す。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

だから、今先ほどね永谷委員が質問され

てましたように、寄附の申出書、要はそれ

が一つの担保それしかないわけですよね。 

でも、本来であれば、議案として出して

くるんだったら、最低限そのタイミングで

寄附の申出書ぐらい、それしか今寄附に関

してはないわけですよね。 

もう法的な拘束力、契約書にも載っかっ

てない。どこにも載っかってない。 

それで唯一あるのが寄附の申出書だけね。 

そしたら、せめて議案として議会に提示

して議決を求めるその段階で、やはり申出

書っていうものはいただいておく必要があ

ったのかなと思いますけどいかがですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

確かに永並委員おっしゃるように、担保

として我々とっておくべきだったと、当時

ですね、そういうふうな思いは持っており

ます。 

今となっては、そういうことだったのか

なというふうに思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

なので今後こういうことは、まず寄附金

もらわないうちに寄附金でね予算立てるこ

ともあれだし、今だったらまず考えられな

いケースだけども、まず注意していただき

たいということと、はい、永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

今委員長おっしゃられたように、今後こ

のケースはないです。無理です。 

すごいことしたんですよ。 

一括業務委託で、ここの中に細かく何か

事業を、漠然とした中でやりますっていう

議案なんですよ。補助金を獲得するために。 

でもそこに我々が一個一個審査、審議し

たかったけどもしなかったのは、豊能町の

負担金がないよ。ゼロだよと。ゼロだから

そしたら、いろんなこと挑戦したらいいよ

っていう人が多かった、ほとんどだと思い

ます。 

それが最終的には、いやいや１億 3,500

万も豊能町の負担あるじゃないかと。 

そしたらたぶん、どの事業もできてない

ですよ。どの事業も議決否決されてますよ。

もし個々に出してたらね。 

そういった状況なんで本当今後はもうあ

り得ないような予算のやり方をされてます

し、もうねえ、総括質疑で意地悪な質問し

てますけど、毎回、歳入でこれは大丈夫で

すか。大丈夫ですか。国の交付金の確約書

みたいなのはあるんですかみたいなことを

一々聞かないといけない。 

すごいことを塩川前町長はされたという

ことですね。 

だからそれを今から積み上げていくって

いうことは非常に大変だと思いますけどそ
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こは高木副町長がおっしゃられた認識と、

基本的には一致はしてるんで、今後も引き

続き交渉はしていっていただきたいなと思

います。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。管野議長。 

○議長（管野英美子君） 

管野です。 

今の寄附の申出書なんですけれど、議会

が騒ぎ出した２月 10日、22日、３月２日と

３日間あるんですけども、騒ぎ出したから、

寄附の申出書をもらったんですか、２月 20

日付けというのが、１回だけなんですか。 

寄附の申出書もらったのは２月 20 日付け

と聞いてるんですけど、そのときにもらっ

たんですか。議会が騒ぎ出してから。 

○委員長（秋元美智子君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

寄附の申出書をいただきましたのは先ほ

ど御説明差し上げたようにですね、一旦寄

附いただく前に申出書いただいております。 

なので、一番最初にいただきましたのは

12月 13日付け、これが 5,000万円、月末に

12 月末に入ってきたということで私聞いて

おりますので、これが１回申出書がござい

ます。で、その後、先ほど議長おっしゃい

ましたように２月 20 日付けで１億 4,518 万

1,000円の寄附の申出書をいただきました。 

おそらくこれが議会がいろいろ議論なさ

ってる間に、塩川町長が、相手側と協議さ

れて、お出しいただいたものかというふう

に思います。 

その後ですね３月 31 日、これがまた

1,000万円入れていただいておりますので、

そこで寄附の今度は変更書ってなってます。 

これ、１億 4,518万 1,000円から 1,000万

円に変更します。寄附をですね。こういう

変更書というのをいただいております。 

ただ、これ変更いただいたからといって

我々がこれで了解しているわけではござい

ませんでして、これに対して我々が企業側

にこれでいいですよという意思表示もして

おりませんので、ただ企業側としてこうい

う金額に変わったよというだけの文書であ

るというふうに我々は認識しておりますの

で、残りの１億 3,500 何がしの金額につい

ては、我々としては引き続き、企業側に寄

附を求めていくというスタンスは変わりま

せん。 

以上でございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。ほか。永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

この未入金の状態は、国は知ってるんで

すか。 

○委員長（秋元美智子君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

少なくとも私が４月以降ですねこの件に

ついては大阪府の市町村課のほうに照会を

かけさせていただいておりますので大阪府

は了解しております。 

大阪府がそれを国に対してどういう説明

をしているのかというのはちょっと我々ち

ょっとわかりませんけども、少なくとも府

のほうにはこの件については御説明して御

理解いただいているというところでござい

ます。 

○委員長（秋元美智子君） 

永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

なぜこれを聞いたかというと、何度も答

弁されているように、３年間つき合わない

といけないと。 

それがあるからそれはほぼほぼ豊能町の

財源でやらないといけないっていうところ

があるからなんですよ。 
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いやもうそれは決まってるのはわかりま

すけどここの議会でそれが通ってるのは負

担がゼロだったから通ってるんですよ。 

それが払ってもらえない以上、３年間も

つき合ってられませんっていうことを僕は

言ってもらいたいんです。わかります。 

もともとの補助金の内容では当然交付金

の内容では３年間やります。実証実験で継

続して分析もしていきますなんですけど、

豊能町の事情はほかの市町村とは、事情が

違うわけです。 

そこは僕は説明して、何も今年度にしな

くても、入金があってからやりましょうか

とか、そういう事情があるんで、そこは僕

はもっと、国のほうに説明してもらいたい。 

慎重に、それぞれの事業を見直した上で

必要な部分だけを KPI をとっていくような

形をとっていただきたいと思いますがその

お考えはありますか。 

○委員長（秋元美智子君） 

いかがでしょう。 

はい。高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

今、永並委員おっしゃってるお話ってい

うのはよくわかるんですが、ただこの KPI

というのが、令和５年度、６年度と２か年

やっていかなければ、また国の補助金がど

う取扱いがどうこうというところが出てこ

ようかと思います。 

ただ我々もふるさと納税が全額入って、

それで令和５年度、６年度やっていくんだ

なということであればこれ議員の皆さんも

非常に御理解得やすく、腹に落としていた

だけるのかなと思いながら、そういう思い

を持っております。 

今１億 3,000 何がしかが穴あいてる状況

でございますので、そこんところはこうい

う状態で、我々としても非常に苦慮してい

るというところは企業側にも当然伝えてお

りますので、引き続き企業とはそういうふ

うに今、納めてほしいという、お願いって

いうんですか、協議はしていく一方で、大

阪府のほうにですね市町村課になるかどう

かわかりませんけども、永並委員おっしゃ

られてるようなお話については、一度させ

ていただいた上で事業をどう進めていくの

かというところは、検討していきたいなと

いうふうに思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

そういうのがもともとの企業、ＯＺ１か

何かわからないですけど、もともとは国か

らいろんなお金をもらって事業してました

よね。 

豊能町でデジタル田園都市の補助金を獲

得するまでは議会なんてほったらかしで、

ほとんど説明なく、自分たちのお金でされ

てましたよね、国から出てるんですよ。だ

から国から言ってもらいたいんです。国か

らも。 

一般質問で町長には、維新の吉村知事か

らも言ってもらいたいし、これすごいこと

してるんですよ。 

行政とね、議会の関係を全部潰した。そ

れぐらいのことなんですよ。 

たまたま、ほかで国がやってるお金を、

それに見合うだけのお金を入れたからいい

っていう問題じゃなくて、議案として出さ

れた、歳入として上がってきたものが欠損

してる、信頼関係全部潰したんですよ。 

だからこそ、それをしたのが、政党の所

属する人であれば、その一番トップからも

言ってもらいたいし、それを管轄する寄附

する人が、国からお金をもらってるんであ

れば、そのことを国にも伝えてほしいし。 

そうじゃないと、今度は地域の皆さんの

ためのデジタルを使った、スマートシティ



9 

ですよね、地域の信頼崩れてるんですよ。 

そんな中で、何を進めれるんです。 

だからこそ、それはいろんなところに、

大阪府の市町村課では僕は弱いと思います

よ、直接国に行ったっていいしね、直接Ｏ

Ｚ１かそこに払ってきた、総務省から出た

んですよね最初に。そこに働きかけてもい

いし、いろんなところから支払え支払えっ

て言ってもらわないと。 

結局何となくイメージですけど、相手は

行政やから、残りのお金も払ってくれるや

ろうし、また、継続してデジタル、この補

助金は３年間やらないかんからまた何らか

の形でつき合っていくからそれだけでもえ

えわみたいな感じに思われてるようにしか

見えない。 

だから僕いろんなところに声、お願いに

行ってもらいたい、そういうお願いやった

らたぶん議長率先して行きますよ。はい。 

そういうとこに国にも行ったらいいし大

阪府にも行ったらいいし、と思いますけど

それはいかがですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

よろしいですか。 

はい。高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

永並委員の御質問でございますが、大阪

府に対しましてはですね、市町村課あるい

はスマートシティの担当部局のほうにはこ

ういった豊能町独自の窮状って言うんです

か問題という課題というところは、お伝え

させていただいております。で、永並委員

おっしゃるように、我々もこれお金入って

こないというところが大きな問題というふ

うに認識してますんで、これからもあらゆ

る、使えるチャンネルっていうんですかそ

ういうところは、使わしていただいて、こ

の１億 3,500 万円を納めていただけるよう

に、これからも頑張っていきたいと思って

おりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

これ最初スタートするときから、豊能町

には一銭もかからない、なぜなら、国が２

分の１、それからふるさと納税２分の１、

これは大阪府も理解していたことですか。 

今からこうだったああだったっても府も

何なんだって逆に、豊能町の評判を落とし

まくるような話だけど、まして給付金で取

ってます予算上げてますからね。 

どうなってました出だしから。 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

予算措置したときにはですね、これは

我々の予算でございましたので、大阪府の

ほうにこれこういう予算組みましたという

ことで周知しているわけではございません。  

で、制度的にはこれ当初は３分の２が国

で、３分の１が単費ということでございま

してその後 TYPE３から TYPE２に変更をさし

ていただいたときには２分の１、２分の１

ということにはなっておりますが、これは

国からしましたらいずれもこの国の補助金

以外の２分の１は単費という扱いでござい

ますので、そこをどう埋めるかというのは

それぞれの自治体の判断というところにな

ってこようかと思います。 

なので、予算措置したときにはこれは特

に府なり国というのは承知してしなかった

というふうに理解しております。 

○委員長（秋元美智子君） 

普通、行政がやるのにね、寄附金で賄え

るんだとそう簡単にね、なればこそ慎重に

ね、取り組むべきところをね、何なんだと

いう思いがありますけど。 

はい、池田委員。 

○委員（池田忠史君） 

池田です。 

ちょっとこれは言っていいのか確認して
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いいのかわからないんですけど、６月３日

に説明いただいた際には、企業版ふるさと

寄附、不足分は賄えるという説明の中で、

これ図があるんですけど、この図を見る限

り、ＯＺ１単独で寄附してもらうというイ

メージではなくて、参加企業さん皆さんが

出していただいた上で成立するというイメ

ージの図になってると思うんですよ。 

であれば、例えば今ここに参加しておら

れるほかの企業さんからの寄附の話とかは

一切なかったのか、あったのかなかったの

かその辺ちょっと一旦お伺いしてよろしい

ですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、松本総務部理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

はい。聞いていただいてる課金のモデル

ですね、これはビジネスモデルとして、こ

ういうものを構築していきますということ

でお示ししたものです。 

去年度の時点でですね、それをもう、企

業がコンシェルジュを使って、自分のとこ

ろの内容のものを載せたときに見てもらっ

たイコール課金というイメージなんですけ

れども、それが去年度構築できておりませ

んでしたので、できてない間はＯＺ１です

ね、ＯＺ１がこの課金モデルの部分につい

て、企業版ふるさと納税をするというお約

束で進んでいったものでございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、ちょっと待って。 

今は令和４年の６月３日の全協の資料の

中の質問ですね。そこの何ページになるか、

４ページのところの中の一般財団法人コン

パクトシティプラットフォーム協議会、こ

こから、ふるさと納税って、豊能町に入っ

てくことになってます。 

これは各企業じゃなくてＯＺ１一社とい

う説明でしたね。 

はい。池田委員。 

○委員（池田忠史君） 

あくまでちょっと、このモデルの経費、

ここにはちゃんと経費分担等って書いてあ

りますから、事業が実際に動いて、もちろ

んサービスの利用料等、利用者さんから回

収した分も含めてということは理解してま

したけども、でも、ここにはちゃんと、

CSPFCから、企業版ふるさと納税、括弧仮っ

て書いてありますけど、もらう話になって

るってことは、あくまでＯＺ１が出す出さ

ない、もちろんですけれども、その辺、ほ

かの企業さんとどういう話になってた上で、

ＯＺ１が出すことになってたのか。 

その辺がちょっと、今の話だとちょっと

あまりわからないんですけど、もう少し詳

細教えていただいてよろしいですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

はい、再度の御説明になるのかもわかり

ませんがこの仮の企業版ふるさと納税とい

うのはですね、ビジネスモデルが構築でき

たときに、コンシェルジュを使って、デー

タ連携をしたときに、それを使ったときに、

各業者がですね、課金をする、それを集め

てですねこれを入れてくるというモデルな

んですけれども、１年目のときにその部分

が構築できるということが難しいので、Ｏ

Ｚ１が企業版ふるさと納税として入れまし

ょうということを去年に当初お話しされた

ということでございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

ということは図では、各企業から入って

るってなってるけども、１年、間に合わな

いので、ＯＺ１のほうが、１億 4,400 かな、

を入れますという、一社という形でね。 

私の自分のメモには、ＯＺ１一社となる

って書いてるんで、その辺ではそういう予
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定だったってことですね。 

はい、松本総務部理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

はい。そういう御説明したと思っており

ます。 

○委員長（秋元美智子君） 

ＯＺ１の責任も大きいものがありますが、

ほか質問、この件に関して。 

はい。永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

何か今の話を聞いてると大阪府も知らな

かった予算のときはね、国も当然知らない

ってなると、いやもう、一応あれは塩川前

町長の名前で議案として出されているとい

うことは、どこでどう話をしてたのか。 

まずそこをこれから聞いていかないとい

けないのかなと。 

それで場合によっては、塩川前町長なり、

ＯＺ１の方に来ていただいてどういう話合

いをされたのかっていうことを聞いていく

必要があるかと思いますがいかがですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

ちょっとまず行政にそういう考えが、取

組の考えがあるかどうかも含めて。 

はい。高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

今回の補正予算、令和４年の６月のとき

にですね、ふるさと納税を財源としてこの

事業を展開していくということになったわ

けなんですが、先ほど申し上げましたよう

に寄附の申出書、そのときにもらっておく、

あるいはあらかじめ寄附金をいただいてお

くっていうことがしておけばですね、こち

らとして担保としてある程度のものがあっ

たんですが、何もなかったというところが、

非常に今、何もなかったし何もお金が入っ

てこなかったというところがちょっとこち

らも、問題であった、あるいは反省してい

る点でございます。 

で、どうして企業版ふるさと納税を財源

としたのかというところなんですが、私も

いろいろ確認をさせていただいておるんで

すが、何らかのその例えば、こういう形で

しましょうということで寄附の申出書にか

わるような、企業側から何か書類が提示さ

れたのかというとそういうわけでもござい

ませんでして、何かその当時の塩川町長と

企業側との話合いの何か、議事録なり、打

合せ簿みたいのがあるのかっていうところ

もないようでしてね、我々もちょっとこれ、

そこら辺の話がなかなか整理しづらいとい

うところもあって塩川さんのほうに、どう

いう経過なんですかっていうことでちょっ

とお伺いしてるようなところもございます。 

ただ、塩川さんのほうからはこれ、ごら

んいただいてるように、そこんところもち

ょっと明確にお答えいただいてないような

ところがございまして、何か永並委員の御

質問にお答えするといたしますと、何か確

認できるものがあるのかというとそういう

ものはない中でですね、この予算、当時の

話合いの中で、こういう形にしていこうか

ということで決まったように認識しており

ます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

やはりそこら辺ははっきりしておく必要

があるのかなと。一応、一応寄附金として

議案として上げたんですから、議案になっ

た過程なりは調査していく必要があるのか

なという感じはします。 

それは今、副町長がわからなければ、当

時関わった人にいろいろ聞いたりして、そ

うしないと、一応議案として出てきたわけ

ですから、ねえ。 

一人でできるわけじゃないんで、どうい

う話でどういうふうに言われたからここへ
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載せました、どういう、そこの流れってい

うものは、やはり欠損が出てしまったんで、

把握しておく必要があるかなと思うんで、

そこはまた委員会のほうでいろいろ議論し

てどういうふうに進めるかを考えたらいい

かなと思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

寄附金で上げてますし、そしてＯＺ１の

方も最初ね申出も、かなりの金額上げてま

すから、十分確かな経緯のわかるものはな

いと言っても、事実は事実だから、かとい

ってもうこのままね、未収金のままであっ

たら本当にこの豊能町、大変なことになり

ますので、これに関しましてはやっぱり別

途どういう経過でこういうふうになったか、

また委員の中で話し合って、詰めていきた

いと思いますがよろしいですか。 

経緯、これまでの経緯につきましては。 

   （「はい」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、じゃ、ほかございますか。 

もう、これにつきましては。 

はい、永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

今副町長聞きましてびっくりしたんです

けど、全く財源がわからないままでこれス

タートしたんですよね。結局今のお話の中

で。 

とは言いながら、契約するわけですから

契約書もあるわけですから、自主的な現場

として理事並びに課長ですね。その金額的

なことは全く度外視してスタートしたのか。 

当然我々は、ふるさと納税にお金が入って

くるから、当然、金額がぴっちり合って、

スタートでやったんですけど、そのときは

どんな感じやったんですか。 

要するに首長が行けということで一言で

全部やってしまったのか。もうそれとって

も大事なところなんですけど、現場のほう

もどうかわかりませんけど、どんな感じだ

ったんですかね、財源が全くはっきりわか

ってないままにスタートしたということで

いいんですかね。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、松本総務部理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

はい。その当時の塩川町長からはですね、

ＯＺ１とは３月の 26 日に、包括協定を結ん

でおります。 

この協定を結んだ中でですね、応援する

という姿勢で企業版ふるさと納税をしたい

ということを、塩川町長が聞かれた上でで

すね、それを２分の１にあてて進めればい

いということで私たちは指示を受けており

ます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

ということは、前町長の、要するに指示

によって、この案件についてはスタートさ

せたと。 

ですから金額的なことは全くノータッチ、

ノータッチですよね。これでスタートさせ

たということでいいんですね、再度確認し

ます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、松本総務部理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

ノータッチというかその話は聞かされた

上でですね、進んでいったというものでご

ざいます。 

で、去年度中の中にですね、こちらも支

払いをしているというところもありますの

で、入れていただきたいっていう旨のお話

は事務としてですね、私たち CSPFC の事務

局に向いては何度かお願いをして、入れて

いっていただいたという事務処理はそうい

う形で私たちは進めてきました。 
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○委員長（秋元美智子君） 

次回までその間までには、最初にありま

した契約書ですね。それと経緯などこちら

はどんな手順で調べていくかもう一遍話を

煮詰めますが、場合によってはＯＺ１の方

に来ていただく場合もあります。 

すると、行政の方には申し訳ないですけ

ど今後塩川町長の責任のとり方ですよね。

それに対してもちろんＯＺ１のほうも含め

てですが弁護士と相談もしていただいたり

して、もうちょっと話も煮詰めていただき

たい。 

それなどを含めて次回、御報告いただけ

たらありがたいんですが、いかがでしょう

か。 

間に合えば、ちょっと次の日程を決めて

ませんけども。 

はい。高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

法的な取扱いにつきましては、うちの顧

問弁護士ともこれから協議させていただく

というか引き続き調整させていただいて、

何らかの答えが出てまいりましたら、何ら

かの答えがについてまたこの委員会の場で

報告させていただこうかなというふうに思

います。 

○委員長（秋元美智子君） 

あと、契約書につきましてはよろしいで

すか。 

入江部長。 

なお、名前などを消した上で。 

○総務部長（入江太志君） 

はい。総務部、入江です。 

基本、情報公開に準じたような形になろ

うかと思いますけど、資料は用意させてい

ただきたいと思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

  ありがとうございます。 

あとまた、ＯＺ１ほうとの返し等はこち

らでまた煮詰めていきたいと思います。 

一応３点で、ほか何か、次回までにはこ

ういうことっていうのがありましたら。 

よろしいですね。 

（発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

大阪ね、国へ大阪府に本当に働きかけて

ほしい。 

さっきおっしゃったように永並委員から

出てきましたようにね、本当お金が入って

から次の事業っていきたいんですが、ひょ

っとして、大阪府が知らないってことは国

も知らない、何を言いに来たんだってね、

そういうふうな豊能町、非常につらい立場

にもなりかねないけども、やっぱりそれは

それなりにちょっと、国のほうにも申入れ

ていただきたいと思いますが、よろしいで

しょうか。 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

国のほうにはまだ直接働きかけというの

はしておりませんでして、府のほうには、

この間何度もこういった経過について御説

明しております。 

また大阪府と調整させいただきまして国

のほうの取扱いについては、検討していき

たい。できるだけ、国のほうにもこういう

我々の窮状というのを承知いただきたいと

いう思いで頑張ってまいります。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、ほかよろしゅうございますか。 

ほかございますか何か。 

よろしいですかこれ。 

   （「はい」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。じゃ次に入りたいと思いますけれ

ども、一応４点だったかな、まとめた上で、

次２番目に入りたいと思います。 

令和５年度以降のスマートシティ事業に
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ついてです。 

これ３年間ね、検証するとおっしゃって

たから、一応全部事業が対象になるのかち

ょっとわかりませんけども、実施予定の事

業内容等についてのいろいろ、ぜひこれは

っていうような、これはちょっとやっぱり

行政なりのお考えもあると思いますので、

そういったことから、説明していただきた

いと思いますが。 

はい。田中まちづくり創造課長。 

よろしくお願いいたします。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

まちづくり創造課、田中です。 

ちょっと、今回資料のほうは御用意させ

ていただいてないんで、まずはちょっと基

本的な考え方といいますか、はい。そちら

のほう御説明させていただきます。 

令和５年度のスマートシティ事業の進め

方につきましても現状での取組の報告とい

うことにさせていただきます。 

まず基本的な考え方としましては、新た

なサービスというのは実施せずに、令和４

年度に実施しましたデジタル田園都市国家

構想推進交付金事業の実施計画におけます、

八つのサービスへの KPI の検証を続けなが

ら、引き続きサービスの継続並びに自立的

運営による事業化について検討していきた

いと、いうふうに考えております。 

このデジ電交付金事業といいますのは令

和４年度に交付金をいただいて実施したん

ですけども、この実施したサービスを、令

和６年度までの期間、継続して、効果検証

を行わないといけないというルールといい

ますか、縛りがございます。 

国のほうからもサービスが止まっている

状況は駄目ですよということで、通知等も

ございますので、引き続きこのサービス継

続については、行っていくというものでご

ざいます。 

この継承に係る運用経費につきましては、

町費での負担が必要になると、いうことで

ございまして、負担額につきましては本町

の財政状況を鑑みた上で、その適正額につ

いて、現在 CSPFC と協議調整を行っている

ところでございます。 

サービス継続に当たりましては、民間サ

ービスへの移行ですとか、先ほどもありま

したけどもビジネスモデルの部分について

検討しまして、行政負担というものをでき

る限り圧縮できる手法で協議調整をしてま

いりたいというふうに考えております。 

こちらのスケジュール感なんですけども

午前中の交通特別委員会でも申し上げまし

たとおりできるだけですね、早い時期に、

このスマシ関連予算、補正予算を上程のほ

うさせていただきまして、また議員の皆様

から御意見ちょうだいしながら進めていき

たいというふうに考えております。 

すいません、現状の報告としましては以

上となります。よろしくお願いします。 

○委員長（秋元美智子君） 

てことは詳しい具体的な取組まではまだ

入ってない、という認識でいいですか。 

じゃ、議員の皆様にはこれまでのいろい

ろね、聞いてきた中で。 

はい、永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

一点お願いしたいのは令和５年度に、KPI

を分析していかないといけないっていうこ

とでいきなり予算を上げてくのはやめてく

ださいね。 

必ずここで話を説明してこの方向でって

いうことを思ってます、それについてはこ

こでの議会との議論を踏まえた上で、それ

も参考にして予算化を考えてくださいね。 

さっき交通特別委員会で何か７月ぐらい

でいきなり言われてちょっと、かなりびっ

くりはしてるんですけど。 
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だからそういうのをやめていただきたい。 

一つ一つの事業に関して、どうしていく

っていうのを、一度スマートシティのこの

特別委員会の中で、ほかの委員の意見なり

を聞いた上で、今年度、来年度どうしてい

くのかということを考えて予算化をしてく

ださい。 

お願いします。 

○委員長（秋元美智子君） 

ちょっと一点お聞きしたいんだけど、さ

っきね、前年、４年やったやつのサービス

はありますけど、それは継続していく必要

があるという中には前回の報告の中で例え

ば見守りなんかは実績１人だったとか、そ

れと子育てのほうだったかな、会計のあり

ましたね。ゼロですよね。かなりの金額か

けてますね。 

あれもやってかなくちゃいけないってい

う理解でいいですか。 

いかがですか。 

はい。田中まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

まちづくり創造課の田中です。 

そのような理解をしております。 

やっていかないといけないという理解を

しております。 

○委員長（秋元美智子君） 

はいどうぞ、永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

１年目にやったことの分析なり継続して

どうなるかというの２年目、３年目という

ふうに聞いてるんですけど、それだと、１

年目にゼロで実績はほぼ出なかったものは

ねえ。続ける意味ないですよね。 

何か今の話だと、幾つかの事業は何か年

度末に３月に、いろいろ変えられてやった

から時間がなくてっていったら、何かもう

その令和４年度の事業がそのまま５年も引

き続いてやって、利用者を増やそうという

ふうにも見えるんですがそれは違いますよ

ね。 

令和４年度の事業は、見守りについては

１、会計の勉強についてはゼロというとこ

ろで、それの検証ですよね。 

○委員長（秋元美智子君） 

いかがですか。 

はい。田中まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

はい。まちづくり創造課の田中です。 

見守りなり、子育てサービスの件につき

ましては当初予定しておった実績に達せず

ですね、１であったりゼロであったりとい

うような実績でございました。 

このサービス自体は継続して行っていか

ないといけないということがございますの

で、このサービスを継続していく中で例え

ば、見守りに関しましてはまだ残りのタグ

がありますので、そういったところを例え

ばどうして配布していったらいいかとかそ

ういうことは、改めて検討する必要がある

と思っておりますし、実績は確かに少なか

ったんですけども、令和５年度引き続いて

ちょっとそういった、実装をですね、やっ

ていきたいというふうに考えています。 

○委員長（秋元美智子君） 

例えば子育ての就労支援サービスでね、

会計業務サービス、それだけ単純に 1,100

万かな、1,110万取ってますけど、この予算

をまた用意するってふうな、そういう単純

な理解でいいですか。 

それともこれ確か５名の用意だったから、

１名にするとか、そういうふうな話なのか。 

これ何の内訳もちょっと聞いてないんだ

けど、要するにそれをやらなくちゃいけな

いという理解でいいんですか。 

はい。田中まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

はい、まちづくり創造課の田中です。 
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このサービス自体は、サービス自体は継

続してやらないといけないということなん

ですけども、ただ同じようなやり方でいい

のかもう少し例えば経費をですね、圧縮し

たやり方がないのかとか、というその手法

に関しては、CSPFCと協議していく、その中

でなるべくですね、経費のほうも圧縮した

形でやっていくと。 

ただサービスに関してはとめるというこ

とはできないので、そこには継続するとい

う前提でどのようなやり方が一番いいのか

いうところを図っていくというところでご

ざいます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

基本、ほったらかしですよね、でいいん

違うのってなりますよ。 

特に PR もしない、何もしない、もうでき

上がりました、そこは１年目の費用で、無

駄に使ってしまったけど、２年目、３年目

は、おいてはいるけども、何もこのままの

状態でお金もかけず、何もせず、取りあえ

ずおいておくっていうような形でもいいわ

けですよね。 

それを増やさないといけない増やす努力

をしないといけない、お金かけてでも２年

目、３年目、右肩上がりにしないといけな

いということもないですよね。 

そういう縛りはないと思いますけど確認

させてください。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、田中まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

はい、まちづくり創造課の田中です。 

KPIにつきましては達成目標というところ

で設定はしておるんですけども、ただです

ね KPI を達成に向けてどういった取組を行

ったかっていうことにつきましては、国の

ほうから、実績なり進捗なりの報告という

ことは定期的に求められているというとこ

ろもございますので、この間、要は何もサ

ービスが動いていない状態と見られないよ

うな取組はしていかないといけないという

ふうには考えてます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

取りあえず３年間はそういうふうに実験

をします、検証します。 

当然国だって全部を続けなさいとは思っ

てないですよね。当然、３年やった結果や

めるっていう事業も当然あるでしょうし続

けるっていうのもあるでしょうしそれが１

年目で結果が出なかったら、それまでって

いう事業も僕は説明することは可能だと思

いますよ。 

そういった方向でも踏まえた上でね、考

えていただけたらと思います。 

基本的に僕の思いでは、総括を受けて残

すのはバスだけ、と公園はもうでき上がっ

てるから、Wi－Fi を飛ばすだけなんで、い

うようなイメージを持ってるぐらい、もう

何も計画できてない中で進んだから、最終

の年度末に３月ぐらいにごちゃごちゃごち

ゃごちゃごちゃごちゃってね、ようやくス

タートしましたみたいな形になってると思

ってるんで、やっぱもうちょっと、その準

備というものが全然足りない中の事業やっ

たなという印象は受けてるんで、これは僕

の意見なんですけどそこら辺を今後それぞ

れの事業について各委員の皆さんの声も聞

きながら、こういうふうにしたらっていう

のを、話し合っていけたらと思ってます。 

○委員長（秋元美智子君） 

たぶん、大多数の委員の人は残せば、Ａ

Ｉオンデマンドバスぐらいかなという感じ

だけど、かといってほかはこれ全部やめま
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すとはいけませんわね。今の話だと。 

じゃあ最初の約束どおり３年間実証実験

していくには、今後どのぐらい経費がかか

るのかってのもまた心配なことです。 

で、なおかつ今度これはさっき言いまし

たように 1,000 何百万かけて企業の会計じ

ゃなくてもっと違った、何ていうかな技術

の身につけ方というふうなそういうチェン

ジとかできるのか、安くできるのか、それ

から見守りのタグなんか１名ですわね。 

これをさらに増やしてそこにまた経費が

かかってくんじゃないかとか、のもありま

すしそれからもう一つシステムをつくって

構築したもんなら、ここに新たなシステム

代はかかりませんよね。２年、３年は。 

ですから、その内訳もはっきり出してい

ただきたいんですね。最低。 

要するにこの八つの事業の中のうち、も

うシステム構築できるものは、それを使っ

てやるのでこの経費は要りませんとか、最

低そのぐらいは、別に早々に出せていただ

けるんじゃないかなと思いますが、いかが

ですか。 

はい、お願いします。 

田中まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

はい。まちづくり創造課、田中です。 

今運用経費につきましてはそれぞれのサ

ービスごとの運用経費につきましてですね、

今の CSPFC のほうと本当に今協議をしてお

る最中でございまして各企業がおりますの

で、そことのやりとりでありますとか、各

企業間調整なんかも含めて、最終的にその

八つのサービスを、このような手法で継続

した場合に今年度幾らかかるんだというと

ころは今示してくださいというところでで

すね、今協議をしておるというところでご

ざいます。 

○委員長（秋元美智子君） 

ほか。はい、永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

令和４年度のデジタル田園事業選択８事

業ございました。 

そのうちの見守り、子育ての、かなり厳

しい評価があるんですけど、これって８事

業って、町がしっかりと取り組んで検討し

たものなのか。 

要するに、協議会からね、セールスで、

これどうですかそれを丸々やったのか、ま

ずこの辺についてお聞きします。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。田中まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

はい。まちづくり創造課の田中です。 

豊能町の場合はですね、ある程度 CSPFC

の中の役割として豊能町にしっかりとスマ

ートシティサービスを実装していくってい

う役割と、あと各自治体への横展開といい

ますか、そういったものの役割を担ってお

りまして、ある程度その横展開というのを

想定したときに、ある程度のパッケージ化、

スマートシティのパッケージ化というとこ

ろで、この八つのサービスをパッケージに

していろいろ企業のほうから、提案があっ

たと。 

それに対して豊能町の実際課題に合うの

かどうかとか、いうのは毎週１回の定例ミ

ーティングの中でいろいろ議論をさせてい

ただきまして、決めてきたというような経

過でございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

ちょっと待ってください。 

はい、すいません。 

暫時、いきなりでちょっと休憩させてい

ただきます。 

よろしくお願いします。 

再開は放送をもって再開したいと思いま

すので、お願いいたします。 
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（午後２時 00 分 休憩） 

（午後２時 22 分 再開） 

○委員長（秋元美智子君） 

休憩前に引き続き、会議を開催したいと

思いますのでお願いいたします。 

ほか御意見ございますでしょうか。 

はい、寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

去年交付金で、令和４年度のこのスマー

トシティ事業のサービスごとの経費内訳を

出してもらってるんですけども、これは、

令和４年は、例えば、さっき言ってたこの

見守りが１人とか、会計が実績ゼロなんで

すけども、これ、見守りでも、実績額が見

守りタグが 446 万円ですね。全体管理サー

ビスで 600万円。 

で、実績ゼロの会計の子育てのオンライ

ントレーニング PC60 万円、会計業務サービ

ス 1,110 万円。デジタル教育でも GIGA スク

ール教師支援 1,000 万円とか、光風台２丁

目公園リノベーションこれは 4,215万円。 

これは交付金で、４年度はやりましたと。 

これを、さっき田中課長は、令和５年度

も、継続していかないといけなくて、町の

経費になるということもおっしゃってたと

思うんですけども、これ CSPFC さんともこ

れから例えば公園なんかでも、ほとんどイ

ノベーションほぼできてる、伐採等、まだ

完了してないとこあるという御意見も当然

あるんですけども、こんだけ交付金で 1,000

万円とかそれぞれこれ続けるって言っても、

町単費でできないですし、ましてや先ほど

の話でもあったように、前町長が１億 3,500

万円、寄附が入るという、町持ち出しなし

という前提で進めてきた事業でもあるんで

すけども、この辺の今年度続けていくって

いうその町の経費等を全部、どういうふう

に続けていくかとかやめるのかとか、その

辺の協議は、今後どういう形になっていく

んでしょうか。 

○委員長（秋元美智子君） 

スケジュール的なものや、お願いします。  

はい、松本総務部理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

はい。令和４年度にかかりました費用は

イニシャルコストという部分が入っており

ましてこれからの KPI ですね、目標にして

いるものを進めていく中にはランニングと

いうものが今年度必要なのかなと思ってお

ります。 

国のもちろん交付金というのを取れてい

ませんのでそこのところは町の単費でです

ね、お願いしていくことになるのかなと思

うんですけれども、大きな額というのは、

今の財政事情の中で、求めていくというこ

とは難しいと思っておりまして、企業との

やりとりの中では縮小という言い方はあま

りふさわしくないんですけども、継続はし

続けていかなければいけないんですけれど

も、強弱つけてやっていかなければいかな

い事業とですね、続けて行っているもの、

配っていないものとかそのあたりのところ

も国からもこの間のヒアリング等でも聞か

れていますので、そこらあたりはどう進め

ていくかっていうのは、今調整をしている

ところでございます。 

この大きな金額こんなに金額がというと

ころでございますが、もちろん町単費の中

でということになってまいりますので、費

用化についてはここで一つ一つお示しして

いただきながら意見をいただいた上でです

ね、予算を積み上げていくものかなとこう

いう理解をしております。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

当初豊能町の財政状況が非常に厳しいっ

ていうそれは高齢化とか人口減少もありま
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すし、そういう厳しい財政状況の中で、こ

の事業を進めていくっていうことが当然企

業さんからの寄附金が入るという前提で進

めてきた経緯がありますのでね、これ正直

これ、たぶん企業さんは、自分たちの企業

のやりたい実証実験を続けたい、続けてい

きたいっていう話で、町単費でみたいな話

されてくるかもしれませんけど、正直これ

だけの額を町単費は難しいと思いますんで

ね。 

あとそれはそのことについては、当初の

寄附いただく予定のものも入って来てない

中でね、これ続けていくことを厳しいとい

うことを、CSPFCさんにも、うちの財政状況

もちゃんと伝えた上で、本当に続けていく

必要があるものかどうかっていうところを、

企業さんにも、これ全部継続するのはもう

正直、かなり難しいと思うんですよね財政

的に。そのあたりのお話を本当に最初に、

しっかり企業さんにしていく必要があると

思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、松本総務部理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

はい、おっしゃっていただいているとお

りだと思っています。 

今の状況だと、企業版ふるさと納税が入

らないことによって、議会のほうから、御

意見いただいてることとか、そういうこと

は全て伝えております。 

もちろん、先ほどから町長も説明してお

りますとおり、入れていただきたいという

ような、継続したことは進めているところ

でございますので、去年度の事業ですので

本来は３月末に入っていないといけないと

ころなんですけれども、今入っていないと

いう部分についても入れていただきたいと

いうことはもちろんずっと継続的に言って

いきますし、その中でどうしても進めてい

かないといけない事業の部分を整理させて

いただいてですね、財政の負担がなるべく

少なく済むような形で進めていければと考

えておりますし、内容については、またお

示しさせていただいて御意見賜りたいとこ

のように思っております。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

町単費ですることが全部全てこれだけの

額を出してそのまますることは正直難しい

ので、企業さんがもしそれでもされたいっ

ていうことであれば、その企業さんからま

た寄附してもらうとかね。 

そういうことをしてまで続けていくとい

うその企業さんが、さらに寄附してくださ

るんだったら、続けれるとは思いますけど、

全て町単費でっていうのは、やっぱりかな

り厳しいと思いますんでね、その辺の財政

事情を、もともとそう寄附が入るという前

提で進めてきてる事業でもありますので、

ほかの企業さんにもそこのところはしっか

りと話をした上で、またさらに寄附してい

ただけるのであれば寄附していただきたい

ということも、お伝えしてもいいと思うん

ですけども、その辺の財政事情については、

最初に、先ほども何回も同じ話で申し訳な

いですけど、ちょっと話を企業さんと、あ

らかじめしてほしいと思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

これは国の交付金の関係でやらなくちゃ

いけないね３年間は。大前提だわね。 

で、この５月、いやいや８月 12 日か、予

算のいろんな説明いただきましたけども、

この中で例えば見守りの見守りタグ機器費、

446万 6,000円とったけど、こういうのはも

う要らないわね。はっきりとそういうこと

やね。 

だから、もうこれは要らないってものは、
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早い段階で教えてください。 

なおかつ、今度は事業を縮小できるもの。 

資料の提出の話ですよ。 

もう早く早々に出していただきたい。 

これは出せますか。 

どうも７月までには、国に出さなくちゃ

いけないのかな、ちょっと今後のスケジュ

ールを教えてください。 

国とのお約束のスケジュール、まず国の

約束締切日。 

はい。田中まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

はい、まちづくり創造課の田中です。 

冒頭の説明でも申し上げましたとおりこ

の事業を令和４年度やった事業丸々本当に

フルスペックでといいますか、全く同じよ

うな形でやるということは当然、町の財政

状況を考えますと難しいので、そこを今企

業のほうと CFPFC と各企業で調整していた

だいておるんですけども、手法の工夫であ

ったりとか例えばですけども、よろず相談

週２回やってましたけども、例えばそれを

月に何回かにするとか、そういうような形

でですね手法の工夫とか、あと民間サービ

スへの移行などを今考えていただいており

ます。なるべく金額については圧縮したい

というふうに考えてなるべくその町の財政

規模に応じた形での部分で圧縮したいと考

えてます。で、あとスケジュールというこ

となんですけど、この今、CFPFCとのやりと

りをできるだけ早いうちにですね、各サー

ビスごとの先ほど委員長からもありました

けども経費固めまして、またお示しさせて

いただこうと思っておりますし、国への部

分につきましては今年度は交付金を取って

いるわけではないので、特にその実績って

いうことはないんですけども、ただ国のほ

うは定期的なその進捗管理というところで

ありまして、今度８月の下旬頃だと思うん

ですけども、今の状況どうなってますかと

いうようなところで国のほうからの報告は

ございますというところの状況です。 

○委員長（秋元美智子君） 

わかりました。 

さっきおっしゃったような手法やらね民

間移行やらってね、それはね、企業版ふる

さと納税が入ってようと入ってないとやら

なくちゃいけないことだわね、ですよね。 

ですからそういうことも含めてね、きち

っと、ふるさと寄附金のほうをどうするか、

もしできるならＯＺ１と話して、ＯＺ１の

ほうから各企業に寄附申出て、そういう動

きをしてもらうとか、何かのやっぱり進め

方をあわせて考えてください。 

ともかく、今回のこちらのスマートシテ

ィの５年度に関しましては、早々に早く、

大ざっぱでもいいですよ、大体これは切れ

ますとかね、という資料だけでも先出して

いただけたらありがたいです。 

いきなり予算と同時に説明書ってのはち

ょっとやめていただきたい。 

はい、永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

８事業あって、今見守りはもう今後しな

くてもいいというような感じで聞きました

けれども、それとあと、インフラ公園整備

ですね、これも光風台中央公園完了という

ふうに聞いてるんです。 

これもう二つは、もう事業はしなくてい

いということでいいんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、田中まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

まちづくり創造課の田中です。 

この、今の見守りサービスそれからイン

フラサービスにつきましてもサービスの継

続は必要な部分でございます。 

先ほどの委員長の御質問とかぶるんです
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けども、例えば見守りで 250 個調達したタ

グを今年度まだ 250 個買うというようなこ

とはもちろんしませんので、250個の残りの

中で、サービスを継続していくという前提

でございます。で、インフラにつきまして

も、新たな公園整備を伴うというよりかは、

Wi－Fi の通信費でありますとか、そういっ

た継続費用がかかってくると、いうなこと

でございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

それで８事業、そういう費用がかかるん

ですけれども、またこれ５年度に入ってい

きまして、またふるさと納税寄附金を目当

てにするんですけど、これはまた入ってこ

ないとここで町単費が出て来ますよね。 

そういう背景を、もし入ってこなかった

ら、国に対してね、町単費ではできません

ということは、言えるんですか。言えない

んですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

もともと２年、３年は町単費でやる流れ

だったのかな。 

２年、３年はそういう覚悟の上に進めた

事業ですよね。 

いかがです。 

１年目はわかりますけど。 

はい、松本総務部理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

４年度の事業についてはデジタル田園都

市国家構想推進交付金を活用するというも

のです。２年目、３年目についてはですね、

うちの今の状況では町単費でということに

なっておりますが、去年度デジタル田園都

市国家構想の TYPE２をとられた方は、さら

に TYPE３を狙ってそれを原資としてされて

るというところもございますが、豊能町の

場合は、今回デジ電のお金をさらにとって

いるというようなことがございませんので、

町単費でさせていただきたいというもので

ございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

企業版ふるさと納税についても使わない、

全て単費いうことですか。 

ちょっとその辺、私ちょっとよく理解し

てないんですけど。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

令和５年度と６年度の事業の財源なんで

すけども、ふるさと納税で今入っておりま

す金額が 6,000万円ございます。 

これはおそらく一旦基金のほうに積まし

ていただくことになろうかと思いまして、

今ずっと御説明るるさせていただいており

ますが、事業の内容を十分精査させていた

だいて、これぐらいの金額規模になってま

すよということで、例えばそれが安ければ、

6,000万円の中でも当然収まってくる、逆に

余ってくるということも想定されなくもな

いんですけども、その事業とそれに見合う

費用というところを見ながらですね、永谷

委員おっしゃってるその 6,000 万円の財源

が出ていくのかっていうのはちょっと今後

の検討課題かなというふうに思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

6,000万円はいいんですけど、残りの１億

3,000数百万ほど入ってないんで、コロナ金

で令和４年度補填してますよね。 

これは普通の状態ではないわけです。 

これがなかったら、さあ、どうしようと

いう感じなんですね。 

それを何回も言ってるんですけど、企業



22 

側のほうに、業界のほうにしっかりとお話

しして、これから入ってくる予測なんです

けど。 

そういう状況で、またさらに町単費をで

すね、高額的な形になってくるのがすごく

私嫌なんですけどね。 

これは国からの話なので、継続でやって

いかんとあかんのんわかってますけれども、

たまたま令和４年度はコロナ金でチャラに

なったと。 

6,000 万入ってきたから、あと１億 3,000

万くれるとチャラになってますよね、はっ

きり言うて。 

これって、企業版入ってこないからこう

なったわけでたまたまコロナ金があったか

らチャラになったんですけど。 

これはまた、５年度のほうに、単費を使

うということがね、すごく抵抗があるんで

すが言うてもしゃあないんですけどね、こ

れから企業版ふるさと納税が入ってくるこ

とを期待するしかないんですけど、できる

だけ、先ほど聞きましたけども、協議会か

らの、どういいますかね、この８事業につ

いて、こういう事業どうですかという話を

持ってこられて、町との協議はやってるん

ですけど、大分、企業からのお話のほうが

強いんじゃないかなという気しておりまし

て私自身はね、町に見合ったこの８事業な

んかなということはもうすごく疑問にあっ

て、当然ＡＩオンデマンドバスについては、

私は賛成しておりますけれども、それ以外

についてはなかなかクエッションな面があ

ったんですけどね。 

そういう点でその辺もしっかりと総括し

ていただきながら、単費を使うに当たって

はね、やっぱりもっと真剣に真剣言い方悪

いですけど、真剣にやられてるんですけれ

ども、しっかりとお願いしたいと思います

んで、要望出していただきます。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

要望だけでいいですか。 

     （「はい」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

ほか。はい。寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

先ほどからも出てますけど、今回、例え

ばタグは要らないとか、これは要る要らな

いっていうものを、早く企業さんと協議を

して、それで、実際に町単費が幾らになる

のかっていうのがわかってくると思います

し、それが町単費が難しければ、また寄附

してもらうとか、何かいろんな方法を考え

ないといけないと思うんですね。 

なんで、まずは、この事業を国に報告も

しないといけないんですけど、どれを今回

はタグは要らないから、この 250個の 446万

円はかかりませんけども、そういう、どれ

がかかってどれがかからないっていうこと

を、継続していくに当たって、できるだけ

早く、企業さんにも試算してもらって、そ

れで、また議会にも説明してほしいと思い

ます。 

○委員長（秋元美智子君） 

ちょっと確認させてもらいたいんですけ

ど、１年目は国２分の１、で入ってこない

けどふるさと企業版で、町の経費はゼロで

すよね。 

あと２年、３年は、町の単費で検証しよ

うと思ってたそういうスタートですかこれ。 

で、もしも５年、６年、もしも別に企業

版ふるさとの寄附が入ってきた場合、それ

は今未納になってるお金のカバーというふ

うに私はとらないんですね。 

それはそれで企業また応援してくれたと。 

そこの頭の整理をしたいもんですが、５

年、６年はもともと全部町の単費で進めよ

うと思っていたのかどうか確認しますが、
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いかがですか。 

はい。松本総務部理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

今町単費でと私申し上げておりますが実

は国の交付金もずっと見ておりました。 

今年度当初からずっと見てたんですけれ

ども出てきてたのが５月のゴールデンウィ

ーク明けに申請して国から交付金いただい

て進めていくというような内容もあったり

もしたんですけれども、そのタイミングで

そのものをとってですね、まだそのときに

は去年度の御報告とか整理が済んでいなか

ったその中で、ゴールデンウィーク明けに

国からのメニューが出てきてるものを上程

していくなんてことは考えられませんでし

たので、そういう事情の中で今町単費でさ

せていただきたいということを申し上げて

おります。 

今後ですね、また国の補助金等でですね、

メニューがあるというようなことがあれば

ですねそういうものも視野に入れながらで

すね、もちろん進めていきたいとは思って

おりますが、今のところですねこのタイミ

ングで春のが一度終わりましたので、国の

補助金で出てきてくるというのが、今は見

当たっていないというところで町単費でさ

せていただきたいというお願いでございま

す。 

○委員長（秋元美智子君） 

確認。もともとこのスタートしたときに、

企業のほうでしょ、ＯＺ１のほうから、１

年目２分の１出しますと。２年目、３年目

も出しますっていうことはなかったんです

か。それはないですね。 

はい、松本総務部理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

はい。５年度、６年度についてですね企

業版ふるさと納税をしていただけるという

ような話はもちろんなかったですし、話の

中でですね国の補助金を積極的にとれるよ

うであればとっていくっていうような姿勢

は私たちのほうにはあったということは伝

えていたところでございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

いや、あくまでもＯＺ１には入ってくる

お金は全部、今の未納金という扱いをさせ

ていただこうと思ってます。 

はい、ほか質問。 

はい、永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

事業それぞれの事業について、企業と話

す前に、まずは町の中で、本当にこの事業

が、企業にいろいろアドバイスをもらって

やったかもしれないけど、これを続けるべ

きなのか、どうしたほうがいいのかってい

うのをまとめてから、委員会の中で報告し

てもらいたい。 

そうしないと、まず企業と話したって、

企業はここの事情知らないのに、やりたい

こと言ってくるわけですから、もうそれは

もう１年目でもう懲りたはずなんで、ねえ。 

そしたらそれを踏まえた上で、ほかの事

業について、町の職員の方だけで、まずは

どうなのか、この事業本当に意味あったの、

やるだけどうだったの。こんだけランニン

グコストをかけてこれからも続けていくべ

きっていうのを、踏まえた上で、ここの委

員会の中でみんなでまとめた上で豊能町と

しての考えを企業にぶつけるような形をし

ないと、企業に持ってったら、またいろい

ろ言ってくるだけだと思いますよ。 

先にまずは早急に町の考え方をまとめて

ください。 

お願いします。 

○委員長（秋元美智子君） 

ほかございますでしょうか。 

はい、はい議長。 

○議長（管野英美子君） 
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まだ決まってないかもしれませんが見守

りタグ残り 249 個と、スマートバンドウェ

アラブル、あと 100 個はどのように配るん

ですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

保健福祉部の小森でございます。 

私どものほうはありましたスマートバン

ドのほうでございます。 

ちょっといつか忘れたんですがちょっと

お話しさせてもらったと思うんですが、基

本的には、事務局でやっていただいてます、

まちづくり課のほうからもですね、残りの

分については、何らかの形で渡すようにと

いうことで、これ、国庫補助金の関係も影

響してまいりますんで、そういうことで

我々としては、それをまず皆さんにお配り

するという残りのお配りするということを

考えてます。 

ただ、お配りするんですけれども、ここ

はもうお金の要らないような形で、ぜひや

りたいなと思ってまして、実は年度越える

前にですね直接の企業とも話合いをさせて

いただいてまして、この意向については、

今年度についてはお金がかからないような

形で、何かしたいということはもう表明を

しています。 

企業のほうからは、お金のかからない方

法もありますのでということで言われてま

すので、ここはまた先ほどございましたよ

うに全体の中でですね、中で調整しながら、

お金の要らないような形で、極力進めたい

なということで考えてございます。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、議長どうぞ。 

○議長（管野英美子君） 

すいません。私のちょっと勘違いかもし

れませんが、スマートバンド残り 100 個っ

ていうのは、買っていないんですかまだ。

見守りタグあと 249 あるとおっしゃったけ

ども、100 個は買っていないんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、お願いします。 

田中まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

はい。まちづくり創造課、田中です。 

ウェアラブルにつきましても、見守りタ

グと同様にあります。在庫といいますか、

残り 100 個はございますので、その範囲内

で行うということでございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

この購入した金額ですよね、だから。 

はい、議長。 

○議長（管野英美子君） 

スマートバンドを持って見せびらかして

る人とか、ええやろうとか言って、どうや

って配るのかなあというのと、それから、

見守りタグも子ども 249 っていったら、全

員ではないし、そのあたり、どうやって配

りはるんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  はいどうぞ。 

はい。小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

保健福祉部の小森でございます。 

見回りの関係とスマートバンド、考え方

はたぶん同じになるかなと思います。 

実は昨年度やった中でスマートバンドの

お話、それと見守りタグの話、ある程度ど

ういうところが良かったの、良かったとこ

ろもありますし、ちょっと今年度、もし、

数も余ってますし余ってるいう言い方は駄

目です、お渡しできてませんので、それを

有効に活用するという方法がまたあると思

います。 

できれば切り口をちょっと変えたような
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形でできれば、せっかくお金もかけてやら

せていただいている事業になりますので、

いい結果が出るような形で、今後内部でこ

れも調整しまして、検討させてもらいます。 

以上です。 

見守りタグも同様のスキームでいくと思

います。はい。 

○委員長（秋元美智子君） 

ほかございますか。 

いいですか。 

   （「はい」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

いずれにしても行政の方には申し訳ない

けど、どちらかというとこれを土台に、何

が要らん本当にもう必要のない予算で、構

築した設備とかあると思いますので、今、

タグとか、そういったこれはもう、すぐで

きているから要りませんと、この事業はこ

ういうふうに変えますというものを全部庁

内で検討して方針を立てて、資料としてま

とめていただきたい。 

間違っても予算と同時に出していただか

ないようにお願いして、この２番目の事業

に関しては終わりたいと思いますけど、よ

ろしいですか。 

   （「はい」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

その他に入りますが、その他で何かござ

いますでしょうか。 

いいですか。 

   （「はい」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

 はい。ないようですので、本日のスマー

トシティ特別委員会はこれで閉会したいと

思います。 

これに御異議ございませんでしょうか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。異議なしと認めます。 

よって本委員会は閉会することに決定い

たしました。 

ちょっと次回の日程は、まだ別途決めて

いいですか。今日じゃなくて、どうします。 

   （「改めて」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

いいですね。 

改めて、行政の方々にまたそのときお願

いしたいと思いますが、お願いいたします。 

ではこれをもって第１回スマートシティ

特別委員会を閉会いたします。 

どうも御苦労様でした。 

ありがとうございます。 

 

午後２時50分 閉会
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